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石川県におけるカヤネズミ採集記録

中橋典子＊ ・大串龍一*＊

RecordofJapaneseHarvestMouse(Micy･om鵬j叩o"icIJs

伽"伽"isKuRoDA)fromIshikawaPrefecture

NorikoNAKAHAsHIandRyoh-ichiOHGusHI

カヤネズミは日本に分布する野鼠のうちで最も小型の種類であり，草の茎葉の間に烏の巣のよう

なツボ型の巣を作ることで知られている。元来南方型の種類であり，わが国では茨城県以南の主に

太平洋岸の本州15府県，四国4県，九州5県の計24府県に分布することが知られていた。

これまでカヤネズミの日本海本土部での確実な分布の記録があるのは，島根県（内田1965）一県

であった。筆者らによる石川県辰ノロ町でのネズミ採集の際，1977年3月に1頭,1979年3月に3

頭が捕獲された。石川県での採集はこれが初めてであるのでここに報告する。

第1表採集されたカヤネズミの計測値

炎デ

＊飼育したため，採集時の体重は不明,5g位と思われる。

1977年3月22日，右川県能美郡辰ノロ町の金沢大学研修セ

ンター敷地内の休耕田で採集調査を行った。1979年3月12日

の調査も同地で行った。

採集した場所は研修センターから1km離れた雑木林よりの

休耕田である。休耕田は数年来放置され，ヨシが優占した湿

地となっている。採集季節は2回とも3月であったため，草

木は殆んど枯れ，周辺はヨシの枯れた茎が横倒しになってい

た。採集には1977年はシャーマントラップを30ヶ使い，1979

年はシャーマントラップ°とパチンコを計30ヶ使った。エサは
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第1図カヤネズミの採集地点

および巣（？）の発見された地点

採集地点：辰の口

巣発見地点（長柄による）

：木場潟

＊金沢大学理学部生物学科

噸*金沢大学理学部，日本海域研究所員
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両年ともサツマアケを使用したd

その結果，1977年には1頭，1979年には3頭のホンシュウカヤネズミ(MibγOWZjB〃加"3c"s

肋"伽"たKuRoDA､1933)を採集した。また，両年とも同時にアカネズミが採集された。

外部形態については，採集時が両年とも3月だったので，4頭とも全体的に朽葉色を帯びており，

腹部は薄茶がかったグレーであった。また腰部や腹部に近いほど金茶色を帯びていた。しかし，実

験室で飼育した生捕個体は成長するにつれて毛もぬけかわり，背部は暗赤褐色，腰部は金茶色で，

体の後方ほどオレンジ色を帯びていた。また，腹部は白色に近かった。

採集した個体のうち，生捕された個体は実験室内で飼育した。飼育容器内では中に入れたヨシの

茎葉によく登り，裂いた葉などで簡単な巣状のものをつくった。

食性については，ヨシの葉や茎をよく食べ巣材として頻繁に利用していた。他にスギナやイネ科

植物のの種子等やカボチャやスイカの種も食べた。人工のものではパンやクラッカー類も食べた。

1977年7月下旬に同地で巣の調査を行ったが，1つも確認することはできなかった。

一方，1975年に辰ノロから10km程以南にある木場潟において，野鳥観察中の長柄力罫カヤネズミの

巣に似たものを発見している。巣の内容物が全くないことと，カヤネズミの巣にしては高すぎる不

安定な位置にあったことなどから明らかな断定はできないが，辰ノロでの調査とともに，今後の生

息調査が必要である。

ホンシュウカヤネズミの分布は石川の近県では長野南部，静岡，京都府，島根に産する。このほ

か，福井県から報告されているが，記録が不備な点があり，再確認が必要であるので，ここでは産

地としてはとりあげない。日本海側の生息地の島根県では隠岐島（阿部1952）の他,近年本島部(内

田1965）でもカヤネズミの生息が確認されている。日本海側という，雪の多い地方でのこの南方系

のカヤネズミの分布は興味深いものであり，今後採集地周辺部での分布状況についての調査や生態

調査が必要となろう。
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